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本研究はパーソナルコンピュータを英語教育に利用する試みで、音声教材のデジタ
ル編集・作成とリーディング教材の速読教材としての提示-のPC利用を論じる.
具体的には、1)Wファイルにデジタル化された音声教材の音声波形編集とMP
3ファイル-のエンコード、2)リーディング教材をMicrosoftPowerPointによる
速読教材として提示する方法を解説し、それぞれの効用と問題点を論じる。
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1.はじめに
本論ではパーソナルコンピュータを用いて、
英語のデジタル化した音声教材の加工と∴リー
ディング教材を速読用に準備」作成する方法を
論じる。
谷・西村(Forthcoming)において、BHA社の
音声波形編集ソフトB'sWaveEditorにより、
アナログ音源をデジタル化し加工する方法を
論じた。
その際、WindowsOSにおける最も一
般的な音声ファイル形式であるWファイル
形式での加工について論じた。 しかしながら、
Wファイルはそのサイズが非常に大きく、
教室などに音声教材を持ち運ぶには不便であ
ると言える。 その点、Wファイルの約10分
の1のファイルサイズにできうるMP3であれ
ば、ファイルサイズの問題がかなり解消できる
と言えよう。
谷・西村(Forthcoming)ではMP
3については触れたが、MP3-のエンコード
の方法は紙幅の関係で論じる事が出来なかっ
た。
また、Wラァイルの一部データの取り
出し・保存の方法についても論じることができ
なかった。 従って、セクション1では、音声波
形編集とMP3ファイル化を行う方法を解説し、
その効用を考察する。
セクション2では、リーディング教材をプレ
ゼンテーションソフトMicrosoRPowerPoint
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によ_り速読用に提示する方法を論じる。 その際、
1)プレゼンテーションソフトでリーディング
教材を速読用に提示する方法を解説し、2)提
示の区切り方の問題について考察する。
2.音声編集
本節では、1)音声波形編集ソフトB'sWave
Editorを用いて、すでに存在する音声ファイル
の一部を切り取り・・保存する方法と、2)フリ
ーウェアのMP3エンコーダである「午後のこ
～だ」を用いて編集したWファイルをMP3
にエンコード(-MP3化)する方法を解説す
る。
このような作業を行うにあたっては、まず
テープやcDに録音された教材をまずデジタ
ル化しなければならないが、. その方法について
は谷・西村(Forthcoming)を参照のこと。なお、
音声教材をデジタル化する利点として、山本
(2002:p.1)は次の3点を挙げている:
(1)頭出しが容易にできる
(2)データの劣化を防ぐことができる
(3)データの編集・加工・再利用が容易
この(2)(3)の利点により、アナログの音声教材
をデジタル化する意味があるといえる。 実際、
以下に見るように、音声データの編集は非常に
容易である。
MP3ファイルは音声データ圧縮方式の1つ
である。通常のWファイルをMP3にエン
コードすれば、最高で元めサイズの10数分の
1まで圧縮することができる2。
MP3ファイルを直接編集するソフトも存在
するが3、谷・西村(Forthcoming)で論じたリス
ニング活動を容易にするタイムストレッチ機
能やポーズの挿入などはMP3のままでは加工
不可能であることを考慮すると、Wファイ
ルで一旦編集したファイルをMP3化する方が
便利であると考えられる。
2.1デジタル化した音声データの一部の取
り出しと保存
谷・西村(Forthcoming)では、B.H.A.社のミ
ュージックオーサリングソフトB'sMenuet付
属のBJsWaveEditorを利用して、アナログ音
源のデジタル化と加工を論じたO本論でも、B'S
WaveEditorを利用して、音声データを編集す
る方法を解説する4。
デジタル化した音声デー. タの二部を取り出
しする意義は、例えばテープ教材などをそのま
まデジタル化した場合でも、、その一部だけを学
生にリスニングさせたいような場合などが考
えられる。
まず、メニューバーの【ファイルト【開く】から
編集したいWAVファイルを指定し、開くOそ
して、取り出したい部分を一旦視聴して確認し
た上で(-再生ボタンで聞く)、図1のように
マウスをドラッグして取り出したい部分を範
囲指定する。
図1:範囲指定
次に、図2のようにメニューバーの【編集ト【ク
ロアブ】をクリックする(ソフトによっては、ク
ロツプと言わず、トリミングや取り出しなどの
名称の場合もある)0
図2:クロツプ
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すると選択した部分だけが取り出されて表示
されるので、図3のようにメニューバーの[ファ
イルト【名前を付けて保存]をダリックし、その
後、ファイル場所、ファイル名を指定して保存
する。
図3:ファイルの保存
以上の作業で、必要なデータ部分の取り出しと
保存は完了する。
なお、今回はデータの一部の取り出し・保存
のみについて触れたが、メニューバーの【編集]
メニュー中の【複写】【貼り付け]【削除】など_を行
うことで、文字データと同じように、自分の好
きな部分をコピーし好きな部分に貼り付けで
きるし、また、不要な部分を削ったり、音声デ
ータの加工が容易できる。
また、谷・西村
(Forthcoming)で論じたミ13-ト癖の挿入やタ
イムストレッチ(-再生速度のスローダウン)と
上記の編集作業を組み合わせれば、音声教材を
自分の思うように簡単に編集し、教室に持って
いくことができる。
2.2MP3へのエンコード
2. 1の取り出し・保存になどに~~より編集し
たファイルをフリーウェア[午後のこ～だ]を
利用して、MP3にデンコードする方法をここ
では解説する5。
「午後のこ～だ」を起動すると、図4の画面
が現れる。
この簡易設定ウインドウにより、圧縮率を選
択できる。 データサイズが小さければ小さいほ
ど、音質が悪くなると言える。 どの程度にする
かは、もとの音声ファイルの音質にもよるので、
実際にいくつかの圧縮率を試してもよかろう。
次に、図5のように、【WE追加」をクリッ
クすると、「ファイルを開く」というウインド
ウが現れるので、MP3化したいWjNファイル
のあるファイル場所とファイル名を指定して
【開く]をクリックする0
図4 : 「午後のこ～だ」起動時のウインドウ
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図6:ファイルを開く
次に、図7のように[ェンコード開始1をクリ
ックする。
図7:エンコ-ド開始
ド結果」ウインドウが現れるので、【閉じる】を
クリックする。
図.8:エンコード結果
すると次に図9のウインドウが現れるので、
「はい(Ⅵ」をクリックする。
図9:ファイルリストからの消去
さらた、図9に似た図10のウ',Iンドゥが現
れるが、このウインドウでは、「いいえ(N)」を
通常はクリックする。~さもなければ、圧縮前の
Wファイルが削除されることになるので、
十分注意する必要がある。
図10:ファイルのディスクからの消去
これでWファイルのMP3-のエンコード
は完了する。
2.3音声波形編集とMP3
エンコードの効用
上記で述べた音声波形編集とMP3-のエ
ンコードの効用としてはどのようなことがあ
ろうか。まず、音声波形編集に関しては、通常
のアナログ音源を編集する労力と
比べると、1)デジタル音源の編集
は自由度が大きく、また、2)容易にでき、そ
の上、3)音源の劣化が防ぐことができるとい
う利点を挙げられる。
また、MP3-のエンコードの効用としては、
大きな音声ファイルのサイズ縮小が挙げられ
る。このため、教員が教室にデータを持ってい
くことも、また、学生たちに必要な音声ファイ
ルを配布し持ち帰らせることもかなり容易に
なる0
最後に、WAVファイルと、それをMP3フ
ァイルにエシコードした後のファイルサイズ
を比較した結果について触れておく。 筆者の手
元にあるDVD『となりのトトロ』の音声をW
AVでデジタル化したものの3分間分を切り
取り、それを3つの圧縮率でMP3化したファ
イルと元のファイルのサイズを比較したもの
を表1とした:
表1 : WとMP3のファイルサイズ比較
WAV MP3 MP3 MP3
音質良い 音質普通 データ量小
1/9 ll 18
15.4MB 1.75MB 1.4MB 0.875MB
本論で使用した「午後のこ～だ」では11
の圧縮率が標準設定となっているo標準設定で
も表1によれば、3分間の音声で1.4MBのサ
イズであるので、フロッピーディスクに収まる.
もちろん、MP3ファイルの音質は元のWフ
ァイルの音質に大きく左右されるが、今回使用
した音声ファイルの場合、18のMP3フ
ァイルでも音質に問題はなかった1/18の
圧縮率が使えれば、1枚のフロッピーディスク
に6分間近くの音声ファイルを収められるこ
とになる。
筆者の経験では、学生達のほとんど
はMOディスクを持っていないので、もし学生
達に音声ファイルをフロッピーディスクで配
布せざるをえないが、MP3すれば3分から6
分近くの音声を配布することが出来ると言え
る。
このように、デジタル化した音声教材の編集
とMP3化は、現場の教員にとっても、学生に
とっても、大いに有用な技術である。
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3.プレゼンテーションソフトPowerPointに
よる速読教材の提示6
ここではリーディング教材をプレゼンテー
ションソフトMicroso氏PowerPointを用いて
で速読用教材として提示する方法を解説する7。
本論での議論は、PowerPointによりリーディ
ング教材を速読教材として提示する技術的な
問題に限定し、英語のリーディングあるいは速
読の理論的な問題についてで「まない。 従って、
リーディングと速読の理論的な問題の議論は、
技術的な問題と関わりのある場合に限る。
MicrosoftPowerPointはもちろんプレゼン
テーションソフトであるが、その提示機能の一
つである「画面切り替え」を使って各スライド
の切り替え時間を設定することで、リーディン
グ教材を速読用の教材として提示することが
可能である。
その方法を以下で解説する。 その
後、各スライドにリーディング教材を提示する
際のテキストの区切り方について考察する。
具体的な方法を論じる前に、気を付けてない
と行けない点に触れたい0 リーディング教材の
readabilityと学生の語嚢レベル、英文読解レベ
ルの問題である。
速読を行う場合、学習者が通
常読む教材よりもより優しいものを選ぶ必要
があり、谷口(1992:pp.202-203)は高校生q)場
合について「速読を行う教材は平素読解で扱う
教材より可読性レベルが1-2年低いものが
望ましい」と主張している。 従って、大学生の
英語力を十分に検討した上で、教材のレベルを
設定することが必要である。 日本の大学生の場
合、語嚢レベルと読解力を考えるとauthentic
なリーディング教材ではなくgradedreaderを
用いることが賢明であろう8。
次に、リーディング教材をPowerPointで提
示する前提として、教員のPC画面を学生に提
示できる環境が必要である。
その環境も、学生
一人一人に一つずつ、または二人に一つのPC
用ディスプレイがある場合や、クラス全体で
っの教員PC画面提示のスクリーンを見る場合
など、さまざまであろう。
このような点は、提
示する際の文字ポイントなどに当然影響を与
えることになる。
このような物理的堯件が教授
環境により大きく異なると考えられるので、授
業効率を高めるためにも、実際に授業を行う教
室で事前にPowerPointでの提示を試行してお
く必要があろう。
3.1PowerPointでの速読教材の提示の仕方
一画面切り替えの設定
PowerPointでスライドを提示するスライド
ショーの際にはいくつかの方法がある0-番基
本的な方法としては、メニューバーの【スライド
ショー]-【実行】の~際にマウスで画面をクリッ
クする方法がある。
もちろんこの方法で、時間
を計りながらクリックしてスライドを速読の
ために提示することも不可能ではない。 しかし、
それはあまり現実的な選択肢とは言えない。 こ
こでは、提示時間を設定した上で自動的にスラ
イドの切り替えを行う方法を解説する。
ここでは、PowerPointの作成方法を解説す
るのが目的ではないので、すでにPowerPoint
のスライドを作成し終わっていると想定して、
画面切り替えの設定の方法のみを解説する。
まず、図11のように、メニューバーの【表示1
-【スライド一覧】をクリックして、全てのスラ
イドを表示する:
次に、時間設定したいスライドをクリックして
反転させる。 この際、連続した複数のスライド
を選択したい場合は、ShiRキー+矢印キーで
選択する。
また、離れた複数のスライドを選択
する場合は、Ctrlキーを押しながらマウスで選
択したいスライドをクリックする。 さらに、図
12のようにメニューバーの【スライドショー】
-[画面切り替え】をクリックすると図13のよ
うなウインドウが現れるので、「自動的に切り
替え」にチェックを入れ、ノその下のボックスに
そのスライドの提示時間を入れるo例えば、1・
9-
5秒間スライドを提示したいのであれば、
「00:01,5」のように時間を入れる(ただし、一
秒以下は四捨五入して表示される)。 そして、
「適用」ボタンをクリックする。
図12:スライドショー・画面切り替え
図13:画面切り替え設定ウインドウ
すると、周14のように、スライド一覧表示の
際に、各スライドの左下に提示時間が表示され
る。図14の反転している1と2のスライドの
提示時間はそれぞれ左下端の「02」、すなわち
2秒である(実際には1.5秒の四捨五入の結果
である)0
この作業により各スライドに提示時間を設
定してファイルを保存すれば、・あとはスライド
ショーの実行を行えば、決まった時間で各スラ
イドを提示できるので、リーディング教材を速
読教材として提示することができる。
3,2PowerPointのスライドでのテキスト提
示の区切り方の開溝
PowerPoin上の各スライドで速読用リーディ
ング教材を提示する区切り方としては、次の3
つが考えられよう:1)一文、2)意味の
かたまり(semanticchunk)、3)税範囲(eye
span)であるo
1)の文単位は、直感的に意味のまとまりの
ある単位であると考えられ、また教員側での捷
示の準備が一番簡単であると言えようoしかし
ながら、速読において、文を区切りとすること
にどこまでの妥当性があるのかは、不明である。また、スライド一枚に一行で一文のみ提示とい
う場合、スライ~ド一枚に一文を何行かを提示す
る場合も、以下の2)3)の単位と組み合わせ
て、スペースあるいはスラッシュにより区切っ
た上で一文を提示する場合が考えられる。
2)の意味のかたまり、すなわち葦味をなす
句の単位での読みとりで、phrasereadingをす
る際の単位で、情報-意味を把握する際に重要
な単位と言える。 実際の速読訓練でも用いられ、
一つ一つの単語ではなく、意味のあるまとまり
のある句に注目させることで、3)のeyespan
を広げると言う訓練にも役に立つOただし、
個々の文に含まれる意味のかたまりにはばら
つきがあるので、3)のeyespanのように一
定の語勢を提示できるわけではない。
また、フ
レ∵ズの区切りをどの程度にするのかと言う
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問題もある。 小さくしすぎると,意味が把握し
にくくなろう。
3)の視範囲は、速読訓練kJぉいてよく取り
上げられる。 視範囲とは一目で把握できる視覚
対象の範囲である。 速読訓腐におい_ては視範囲
徐々に広げて凝視回数を減らす訓練がしばし
ばなされる。 この視範囲は、意味と関係なく一
定の語数で区切るものである。 この単位で提示
する場合、訓練に従って、徐々に提示語数は増
やす必要がある。 最初は3語か4語くらいから
始めるべきか。 (実際のPowerPoint上での上
記の区切り方の例でのディスプレイは
Appendix参照(谷口1992:pp.195-199))
これらのどの区切りを用いるのかと言うこ
とで、3.1で解説した画面切り替えの設定時
間を変更する必要があるのは当然のことであ
る。また、上記のsemanticchunkとeyespan
の区切りの幅は一例に過ぎず、実際の授業の進
行に従って、その幅を徐々に広げていくことに
なろう。
3.3PowerPointをリーディング教材提示に
用いる効用と問題点
リーディング教材を速読用教材として
PowerPointで提示する効用としては、読む
文・句が提示される時間が制限されるので、学
生たちは否が応でも決められた時間内に情報
を読みとるような環境に置かれる。
すなわち、
学生たちは意識的に速読をしなければならな
い。これにより、学生一人一人で速読練習を行
うよりも、速読力を高めることを期待できる。
また、リーディング教材の英文は一度きりし
か提示されないので、速読を阻害する要因の
っである逆行読みが不可能となり、この点も学
生の速読力促進に役立つと言えよう。
また、気を付けなければならない点として、
powerpointを用いるかどうかといった技術的
問題以前の問題、つまり、速読が限られた時間
内に必要な情報を読みとるための技術である
ことやそのためにこのような速読訓練の際に
はなんらかのタスクを学生に与える必要があ
るといったことを肝に銘記すべきである。さらに、このセクションの最初に述べた事と
重複するが、PowerPointを用いてリーディン
グ教材を提示できる環境があっても、ディスプ
レイなどの物理的制約から必ずしもPCを用い
て速読練習を行うことが望ましいとは言えな
い環境もある。 このような場合は、蹄曙せず、
速読嘩習でのPC利用はあきらめるべきである。
PCの利用は、あくまでも学生達の学力を高め
る手段に過ぎないのである。
4.まとめ
本論では、PCを英語教育に活用する例とし
て、1)音声波形編集とMP3ファイルへ? エ
ンコード、2)リーディ・ング教材をマイクロソ
フト社PowerPointで速読用に提示する方法を
論じた。
音声教材のデジタル化による編集・加工に関
しては、英語教員が教材を編集・加工する際の
負担が非常に軽減される。 また、MP3-のエ
ンコードについては、音声ファイルのサイズを
減少させることで、ファイルの持ち運びや. 配布
といった点で、英語教員・学生ともにその利益
が教授できよう。
.
また、リーディング教材を速読用教材として
PowerPointで提示する方法については、提示
される時間を制限することで、学生は決めら,れ
た時間内で速読しなければならない状況に強
制的に追い込まれるので、学生自身で速読練習
を行うよりも、速読力を高めることを期待でき
る。
本論で論じたような方法で英語教育にPCを
活用することで、現場の英語教員の負担を軽減
したり、あるいは、学習者の能力を高めたりす
ることを期待することができる。
ただし、ここ
で述べたPC利用は手段に過ぎないことを銘記
する必要があろう。
注
1.本論作成の際に、文献の入手に関して、山
本誠子氏と河内山真理氏にお世話になった。 こ
こに記して、謝辞を述べる。
2.MP3の圧締率に関連して、以下で論じる
MP3エンコードソフト「午後のこ～だ」では、
- ilil -
1/18から1/9までの5段階で圧縮率を選択でき
る。ただし、この圧縮率と音質は反比例の関係
にある。なお、音声波形編集の基礎的な情報や
音声波形編集については、山本(2002)が詳しい。
3.MP3ファイルを直接編集できるフリーウ
ェアとしてAudioEditor(http:〟geocities.co.
jp/SiliconValley-Oakland/4804を参照)がある。
このソフトは、MP3ファイルをカット、結合、
分割してMP3ファイルで虎存できる。 しかし
ながら、音声波形編集ではなくト実際に音声を
再生しながらの編集作業である点は不便であ
る。
4.ここで行うWファイルの取り出しなど
の編集は、フリーウェアのSPWAVE
(httpV/wwwitakura.nuee.nagoya-u.acjp/peo
pleメtanno/spLibs/spwave/index-j.html)でも容
易に行うことができるoただし、スローダウン
などのサウンドエフェクト機能はない。 また、
谷・西村(Forthcoming)を完成以後、B's
WaveEditorと同じようにスローダウン再生機
能を持った音声波形編集フリーウェアを見つ
けたので触れておく。 ヤマハのTWE
(http:〟www.yamaha.co.jp!product/syndtm/dl/
drivers.htmlE手てダウンロード可能)と、むし工
房のWavy(http://www.musicobo.c m/wavy.
lzhにてダウンロード可)であるTWEは本文
の以下で紹介するクロツプと同様の機能trim
があり、簡単に編集できる。 しかし、筆者の使
っている、WindowsXPOSのPCでは動作が不
安定で、OSがフリーズしたりした。 ただし、
大学のPC教室で使用したWindowsNT(バー
ジョン不明)では問題なく動作した。 なお、
Wavyでは、ここで述べたデータの取り出し保
存は他のソフトほど容易ではない。
5.「午後めこ～だ」は以下のサイトでダウン
ロードができる:http://www.forest.impress.
co.jp//gogonocoda.htm1
6.筆者の一人である西村は、平成14年度に
関西外国語大学短期大学部において、
powerpointを用いて、授業で用いたリーディ
ング教材の既習部分を1文ごとにPowerPoint
のスライドシートにして学生に提示し、実際に
速読を行わせた。
その際の学生を観察した結果、
今回の提示方法の問趣などを提起することと
なった。
7.MicrosoftOfficeStandardEditionには
PowerPointが含まれていないため、
PowerPointは利用しにくいかもしれない。 そ
の場合は、MSO伍eeと同じような構成の統合
フリーウェアOpenOfficeがある。この中には、
プレゼンテーションソフトOpenOffice
Impressが含まれているので、ダウンロードし
て利用することがセきよう。 次のサイトを参照
のこと:http7/jp.openoffice.org/
8.日本の大学生の語嚢レベルの参考となる
語嚢リストとして、. 『JACET基本語4000』(執
筆時改定中、現行版はhttp://members.tripod.
CO.Jわ/jacetvoc/)、『北海道大学英語語嚢表』
(httpV/icarus.ilcs.hokudai.ac.jp/jugyo/hv.
html)、『Linda5000』(http://www.lang
nagoya-u.ac.jp/-tonoike/linda5000.html)を挙
げておく。
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APPE NDIX
図15:1スライド1文
I
Heandhiswifebegantofinditharderandharderto
livequietlivesashebecamefamous
図16:1スライド1文+semanticchunk
スラッシュ区切り
l
Heandhiswife/begantofindit/harderandharder/
tolivequietlives/ashebecamefamous,
図17:1スライド1文+semanticchunk
iljjり
Heandhiswife
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harderandharder
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ashebecamefamous,
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図:1スライド1文+eyespan(4語)
行区切り
旨Heandhiswife
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He and his wife
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図20:1スライドsemanticchunk(長め)
冒
He and his wife began to find it
